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日
本
で
初
め
て
の
牛
海
綿
状

脳
症
、
い
わ
ゆ
る
狂
牛
病
が
発

生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
牛
肉
や

牛
肉
加
工
品
の
安
全
性
に
つ
い

て
、
大
き
な
不
安
が
生
じ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
県
が
作
成
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
市
保
健
所

生
活
衛
生
課
な
ど
で
配
布
中
）

を
基
に
、
牛
肉
等
の
安
全
性
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

牛
海
綿
状
脳
症
に
つ
い
て
の

県
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
eb
.

p
re
f.h
y
o
g
o
.jp
/

）の「
ト
ピ

ッ
ク
ス
」
で
情
報
提
供
し
て
い

ま
す
。

問
合
せ
は
県
生
活
衛
生
課

（
０
７
８
・
３
６
２
・
３
２
５

８
）
へ
。

Ｑ
最
初
に
狂
牛
病
が

発
生
し
た
の
は
？

Ａ
イ
ギ
リ
ス
で
す
。
狂
牛
病

の
牛
か
ら
作
っ
た
肉
骨
粉

を
ほ
か
の
牛
の
え
さ
に
し

た
た
め
広
が
り
ま
し
た

Ｑ
人
間
へ
の
感
染
は
？

Ａ
痴
ほ
う
の
症
状
を
示
す
ク

ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
ヤ
コ
ブ

病
（
Ｃ
Ｊ
Ｄ
）
と
症
状
が

よ
く
似
て
い
る
、
新
変
異

型
Ｃ
Ｊ
Ｄ
と
い
う
病
気
が
、

狂
牛
病
と
関
連
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
内

に
は
新
変
異
型
Ｃ
Ｊ
Ｄ
患

者
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
海
外
で
確
認
さ
れ
て

い
る
新
変
異
型
Ｃ
Ｊ
Ｄ
患

者
は
、
狂
牛
病
に
か
か
っ

た
牛
の
脳
な
ど
の
特
定
危

険
部
位
を
食
べ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す

Ｑ
特
定
危
険
部
位
と
は
？

Ａ
牛
の
①
脳
、
②
せ
き
髄
、

③
眼
、④
回
腸
遠
位
部（
盲

腸
と
の
接
合
部
分
か
ら
２

㍍
ま
で
の
部
分
）
で
、
現

在
す
べ
て
焼
却
処
分
さ
れ

て
い
ま
す

Ｑ
検
査
体
制
は
？

Ａ
１０
月
１８
日
か
ら
、
１
頭
ご

と
に
脳
の
一
部
（
延
髄
）

を
検
査
し
、
陰
性
が
確
認

さ
れ
た
牛
だ
け
が
食
肉
と

し
て
流
通
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
輸
入
肉
も
狂
牛
病

発
生
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
の
で
安
全
で
す

Ｑ
牛
由
来
の
加
工
食
品

は
安
全
で
す
か
？

Ａ
特
定
危
険
部
位
を
使
用
し

て
製
造
し
た
加
工
食
品
等

は
、
国
の
指
示
に
よ
り
企

業
が
全
て
点
検
し
て
お
り
、

安
全
な
も
の
し
か
流
通
し

て
い
ま
せ
ん
。
点
検
結
果

に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:

/
/
w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.

jp

）
で
公
開
し
て
い
ま
す

西
宮
の
伝
統
産
業
を
も
っ
と

知
ろ
う
―
西
宮
観
光
協
会
は
、

日
本
酒
へ
の
親
し
み
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
「
西
宮

酒
蔵
見
学
会
」
を
行
い
ま
す
。

市
内
の
酒
造
会
社
７
社
の
協

力
に
よ
り
、
灘
の
生
一
本
の
醸

造
工
程
を
見
学
し
、
利
き
酒
を

体
験
し
ま
す
。
酒
か
す
や
記
念

焼
印
の
入
っ
た
一
合
枡（
ま
す
）

な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
。【

日
時
・
定
員
】
２
月
２
日

（
定
員
４０
人
）、
８
日
（
３
１
０

人
）
、
９
日
（
４０
人
）
。
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

【
対
象
】
２０
歳
以
上
。
市
外

在
住
者
も
可
。
酒
造
関
係
者
、

乳
幼
児
同
伴
は
不
可

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
】
往
復
ハ
ガ
キ
（
１

人
１
枚
。
複
数
申
込
は
無
効
）

に
全
員（
２
人
ま
で
）の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希

望
日
（
１
日
の
み
）
を
書
き
、

１２
月
３１
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
西
宮
観
光
協
会
（
〒
６
６
２

―
８
５
６
７
六
湛
寺
町
１０
―
３

産
業
振
興
担
当
課
内
�
０
７
９

８
・
３
５
・
３
３
２
１
）
へ
。

多
数
の
場
合
抽
選
。
見
学
す
る

蔵
は
同
協
会
で
指
定
し
ま
す

勤
労
会
館
は
、
耐
震
補
強

工
事
の
た
め
、
来
年
３
月
ま

で
休
館
し
て
い
ま
す
が
、
工

事
終
了
後
の
会
館
利
用
受
付

が
始
ま
り
ま
す
。

来
年
４
月
利
用
分
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ル
が
１
月
４
日

か
ら
、
会
議
室
が
２
月
１
日

か
ら
利
用
申
込
を
受
け
付
け

ま
す
。

問
合
せ
は
勤
労
福
祉
課

（
０
７
９
８
・
３
４
・
１
６

６
２
）
へ
。

県
は
、
「
Ｉ
Ｔ
講
習
」
を
県

立
西
宮
南
高
校
で
開
催
し
ま
す

（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
版
）
。
対
象

は
２０
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心

者
で
す
。

【
日
程
】
①
来
年
１
月
１２
・

１３
日
、
②
２
月
９
・
１０
日

※

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
半
（
正
午
〜
午
後
１

時
半
は
休
憩
）

【
教
材
費
】
４
５
０
円

【
定
員
】
４０
人

【
申
込
】
往
復
ハ
ガ
キ
（
１

人
１
枚
）
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望

コ
ー
ス
（
第
２
希
望
ま
で
）
を

書
き
、
１２
月
２５
日
（
必
着
）
ま

で
に
同
校
Ｉ
Ｔ
技
能
講
習
会
実

行
委
員
会
（
〒
６
６
３
―
８
１

４
１
高
須
町
２
丁
目
１
―
４３
�

０
７
９
８
・
４
５
・
２
０
４
３
）

へ
。
多
数
の
場
合
抽
選

※
１

月
初
旬
ま
で
に
結
果
通
知
を
送

付

市
は
、
平
成
１４
年
度
の
留
守

家
庭
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
（
４０

カ
所
）
の
新
規
入
所
児
童
を
募

り
ま
す
。
対
象
は
、
保
護
者
の

勤
務
な
ど
で
昼
間
留
守
に
な
る

家
庭
の
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
の
児
童
で
す
。

申
込
は
１２
月
１７
日
か
ら
来
年

１
月
１８
日
ま
で
の
執
務
時
間
中

に
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を

児
童
育
成
課
（
市
役
所
本
庁
舎

７
階
�
０
７
９
８
・
３
５
・
３

６
５
９
）
へ
持
参
か
郵
送
（
郵

送
の
場
合
は
１
月
１８
日
必
着
）

を
。
申
請
書
は
同
課
、
各
留
守

家
庭
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
・
保

育
所
・
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。

占
領
改
革
は
�
未
完
�
に
終

わ
っ
た
の
で
あ
る
。

今
年
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
講
和
条
約
調
印
５０
周
年
に
あ

た
る
が
、
同
条
約
は
１
９
５
２

年
４
月
２８
日
に
発
効
し
、
占
領

は
解
か
れ
日
本
は
独
立
を
回
復

し
た
。
こ
の
日
を
期
し
て
、
旧

植
民
地
出
身
者
は「
日
本
国
籍
」

を
喪
失
し
、
外
国
人
に
な
っ
た

と
い
う
の
が
政
府
見
解
で
あ
る
。

併
合
し
た
国
を
分
離
し
た
場

合
、
そ
の
国
籍
処
理
は
ど
う
な

る
の
か
。
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
例
を
見
て
み
た
い
。
西

独
で
は
、
１
９
５
６
年
５
月
、

国
籍
問
題
規
制
法
を
制
定
し
、

か
つ
て
付
与
さ
れ
た
ド
イ
ツ
国

籍
は
消
失
す
る
が
、
ド
イ
ツ
国

内
に
居
住
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア

人
は
、
意
思
表
示
に
よ
り
ド
イ

ツ
国
籍
を
回
復
す
る
権
利
を
有

す
る
、と
定
め
た
。す
な
わ
ち
、

在
独
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
に
は

「
国
籍
選
択
権
」
が
認
め
ら
れ

た
の
で
あ
り
、
日
本
と
は
大
き

く
異
な
っ
た
。

日
本
に
つ
い
て
見
る
と
、
い

っ
た
ん
外
国
人
に
し
て
し
ま
え

ば
、
後
は
「
国
籍
」
を
理
由
に

様
々
な
�
排
除
�
や
�
差
別
�

が
こ
と
ご
と
く
正
当
化
さ
れ
た
。

外
国
人
登
録
に
は
指
紋
押
捺

（
お
う
な
つ
）
義
務
が
導
入
さ

れ
、
援
護
法
や
恩
給
法
な
ど
に

よ
る
戦
後
補
償
か
ら
も
除
外
さ

れ
た
。
公
営
住
宅
に
も
応
募
で

き
な
い
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融

資
も
受
け
ら
れ
な
い
、
児
童
手

当
も
支
給
さ
れ
な
い
、
国
民
年

金
に
も
加
入
で
き
な
い
、
公
立

学
校
教
員
に
も
な
れ
な
い
・
・
・
。

占
領
改
革
で
の
国
籍
差
別
禁
止

は
、
一
転
し
て
排
外
主
義
に
向

か
っ
た
の
で
あ
る
。

本
紙
８
月
１０
日
号
で
公
募
し

ま
し
た
本
紙
題
字
デ
ザ
イ
ン
は
、

市
内
外
か
ら
５４
人
、
７９
作
品
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
デ
ザ
イ
ン
性
、
独
創
性
、

調
和
性
、
そ
し
て
広
報
紙
に
ふ

さ
わ
し
い
格
調
と
親
し
み
や
す

さ
」
を
基
準
に
選
考
し
、
入
選

に
彦
根
正
さ
ん
（
東
京
都
町
田

市
）
、
次
点
に
上
垣
智
秀
さ
ん

（
天
道
町
）
、
佳
作
に
神
田
純

一
郎
さ
ん（
甲
陽
園
山
王
町
）、

川
本
智
さ
ん（
長
野
県
木
曽
郡
）、

杵
村
昌
子
さ
ん
（
上
之
町
）
、

荒
木
裕
和
さ
ん
（
甲
陽
園
西
山

町
）
の
作
品
を
選
び
ま
し
た
。

入
選
作
品
は
本
紙
平
成
１４
年

１
月
１０
日
号
か
ら
使
用
し
ま
す
。

問
合
せ
は
広
報
課
（
０
７
９

８
・
３
５
・
３
４
０
３
）
へ
。

【
１０
月
分
】
《
市
あ
て
》
★

「
青
い
鳥
」
福
祉
基
金
へ

池

田
幸
子
、
瓦
林
地
区
青
少
年
愛

護
協
議
会
、
伊
藤
ふ
み
子
、
故

源
美
知
子
、
西
本
正
、
関
西
ヨ

ッ
ト
ク
ラ
ブ
、
平
野
清
子
、
村

上
靖
子
、
村
田
泰
造
、
宇
都
宮

春
江
�
合
計
７
６
０
６
万
２
１

７
３
円

《
社
会
福
祉
協
議
会
あ
て
》

★
善
意
銀
行
へ

河
瀬
喜
和
子
、

匿
名
２
件
�
合
計
２２
万
２
５
２

２
円

★
物
品
の
寄
付
（
車
い

す
、
タ
オ
ル
、
ひ
ざ
掛
け
、
寝

巻
き
、
紙
お
む
つ
、
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
）
グ
ル
ー
プ
つ
く
し

ん
ぼ
、
辻
田
忠
弘
、
匿
名
１
件

（
敬
称
略
）

牛海綿状脳症の基礎知識

日本の国際化を考える
－今と昔、内と外の視点 ④

復
活
す
る
自
国
民
中
心
主
義

来年４月からの
利用受付を再開

補強工事中の「勤労会館」

龍谷大学教授 田中 宏

みなさん、知っていますか？

（いわゆる狂牛病）

彦根正さん（町田市）の作品に

新しい題字が決定

来年度の新規入所を募ります

留守家庭児童
育成センター

市政ニュース

ちち
ょょ
っっ
とと
しし
たた

〝〝
おお
酒酒
通通
〞〞
にに

県
立
西
宮
南
高
校

「
Ｉ
Ｔ
講
習
」開
催

酒
蔵
見
学
会
の
参
加
者
募
集

２０
歳
以
上
の
初
心
者
対
象
に

（３） 平成１３年（２００１年）１２月１０日


